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EXPRESSBUILDER 


本装置を保守-管理するための統合ソフトウエアについて説明します。 

才ートランで起動するメニユー （11 目ぺージ） 

Windows の才ートラン機能で現れるメニユーについて説明します。 

EXPRESSBUILDER (11 8ページ） 

本装置の 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 
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才ートランで起動ずるメニユー 

Windows 2000 + IE 6 .0、 WindowsXP 、 Vista または Windows Server 2003 .Windows Server 2008 
(Server Core 環境を除く）が動作しているコンピュータ上で添付の忙 XPRESSBUILDER」DVD 
をセツトすると、オートラン機能(こより自動的にメニューが起動します。 


^ このモデルでは Windows 関連の項目は未サポートのため、メニューか6実巧し 

医^巧 ないでください。 



fVi セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
だに巧 ような場合は、いったんドライブから EXPRESSBUILDER をイジェクトし、再 
度セットしてくださし、。また、メニューを再表示させたいときは、エクスプ 
ローラから「マイコンピュータ」を還ネ尺し、 EXPRESSBUILDER をセットした 
ドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インド丰ュメントを参照することができます。 


PaI オンラインド'キュメン h の中には、 PDF 形式ので*で提イ共されているものちあ 
irlbfl ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 


EXPRESSBUILDER をドライブか5取り出す前に、メニューおよびメニュ ー 
か5起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてくださ 
し、。 





















EXPRESS 巨 UILDER 117 


ドライバディスク ( Linux 向け)の作成 

下の手順で、オートランで起動するメニューからドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
ことができます。 

1.1.44 MB フォーマツト済みの3.己インチ空きフ□ツピーディスクを1枚用意する。 

2. オペレーティングシステムを起動する。 

3. 「EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライブにセツトする。 

メニューが起動します。 

4. [ドライバディスク (Linux 向け)を作成する]をクリックし、デイストリビューシヨ 
ンを選択する。 


WEl express 目 UILDER 

Menu items — 

つドキュメント之為む 
3 Windows をセットァッブする 
:立 ドライバディスク （ Windows 向け)を作に；る 

〇 お^ バゴバ 

Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (x86) 

~^l 、 j つ トウエアを •+▼ 、、 ' トアップづ：ぉ d Hat Enterprise Linux ES 4.7 (EM64T) 

Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server (x86) 

Red Hat Enterprise Linux 己 . 2 Server 生 M64T) 

J クニ --- 。 11 ： る 



右クリックで現れるメニューでも同様の操作ができます。 


5. メッセージに従ってフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブにセット 
し、[日 K] をクリックする。 

手順4で選択したディストリビューシヨン用のドライバディスクが作成されます。作 
成したドライバディスクはライトプ□テクトをかけて、ラベルを貼って大切に保管 
してください。 
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EXPRESSBUILDER 


EXPRESSBUILDER は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウてアです。 


各メニューの起動について 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、 W 下の 
ようなメニューが起動します。 


Boot se Lect 1 on 


Os instaL Lation***defauLt***. ① 

Tool menu (Norma L mode). ② 

Too L menu ( Redi rec t i on mode). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESS 目 UILDER トップメニューが表示されます。 


EXPRESSBUILDER 


step I 控 - 

パニューを这巧して、 r 巧へ J ボタンを巧してくだ SU* 

■RAID 巧巧や0巧インストールする巧をは、 r シームレスセットアッフをま巧する J を法化してください。 
•けおを巧了する巧合は、 rEXPRKSBUILDER をな了する J を法巧してくだみ、 ♦ 


NEC 



^ Window ぶ OEM-Dii 巧诈巧する 
广 Linuxffl ドライバデイスウを作ぶする 

广 LinuxR kov •マバーテイシヨンをホ巧する (Linu ぶーピスセット用} 
厂 RA にの〕ンフイヴレーシヨン巧巧を t ーフ/ロードする 
广 EXPRESSBUILDER にドライバをロードする 


- EXPM 巧 BUILD けを巧了する 


j ホへ 
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このメニューから、 OS インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、下のような機能を起動することができます。 

a ) Windows 用 OEM - Disk を作成する 

本装置ではサポート対象外の機能です。 

b ) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインストール時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用 
ドライバディスクは、シームレスセツトアップの途中で作成することもできま 
す。 


C ) LinuxRecovery パーティションを作成ずる (Linux サービスセット 用） 

Linux Recovery パーティシヨンには、ィンストールディスクのに0フォーマッ 
トイメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモ 
ジユールが格納されます 。 Linux Recovery パーティションは、目 TO (工場組み 
込み化荷)時の八ードディスクドライブ内に予め作成(サイズは約 5 GB ) されて 
いますが、 RAID 再構築などでパーティションを新規作成する場合は 、 Linux 
Recovery パーテイシヨンの作成が必要になります。なお 、 Linux Recovery パー 
テイシヨンはシームレスセツ トアップの途中で作成ずることもできます。 


^ 八ードディスクドライブの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識さ 

れている状態で Linux Recovery パーティションを作成してください。 

Linux サービスセット について 

rUmx サービスセット」は、 Linux (ディストリビューション)とサポートサービ 
スなどを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使い 
いただけるようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管 
理者の負荷軽減の実現のためじ、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

• 設を時や障害時の問題解まを支援するサポートサービス 

• 導入時の作業時間を大幅に削減する目 TO インストール化荷 

• 化荷対象のすべての 0 S • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ム 
して運用していただける環境を提供 

• 製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデー 
卜手順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼働監視ツールを提供 
rUnux サービスセッりの詳細については、 W 下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / iinux - os / 

d ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 
本装置ではサポート対象外の機能です。 

e ) EXPRESSBULDER にドライバを□ー ドする 
本装置ではサポート対象外の機能です。 
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② Tool menu (Normal mode) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、じ(下のような保守/設を用の機能を起動することができます。を 
機能の詳細については、保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) 巨 I 0 S/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

C ) R 0 M - D 0 S Startup FD 

R 0 M - D 0 S 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム彰断を起動します。 

e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 

③ Tool menu (Redirection mode) 

本装置ではサポート対象外の機能です。 
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Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、 JU 下の RAID コント□ーラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 

• オンボードの RAID 〕 ント日ーラ 0 _SI Embededd MegaRAID ™) 

• N 81 03- 109 RAID コント日ーラ （ 1 28 MB，RAID 0/1 /5/6) 

• N 8103 -116 RAID コント□-ラ （128 MB，RAID 0/1) 

• N 8103 -117 RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1/5/6) 

Universal RAID Utility のインス!ルおよび操作方ま、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER じ収録している 「Universal RAID Utility Ver 2.0ユーザーズガイド」を 
参照してください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインストールされている場合 
があります。 


シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD じ収録している「シームレスセット 
アップ」を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするア 
プリケーシヨンの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 

Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セットアッププ 
□グラムを直接実行します。インストールイメージは、 EXPRESSBUILDER の下のディレ 
クトリに収録しています。 

/888/ lnx / pp/uraidutl 

目 BB の部分は、 EXPRESSBUILDER 媒体番号 
5. AA - 巨巨巨 . CC 
の目目目と同じ値です。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□-ラを搭載するコンピュータをネットワー 
ク経由で管理する機能をサポートしていません。 ネットワーク経由で管理するには、 
Windows のリモートデスクトップなど、リモートコンソール機能を使用してください。 
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イージーコンフィグレーション機能 

Universal RAID Utility の「イージーコンフイグレーシヨン」機能は 、 LSI Embedded 
MegaRAID では使用できません。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

八ードディスクドライブ3台で RAID 6 (データ x 1+ パリティ x 2) の論理ドライブを作成するに 
は、 WebBIOS を使用してください。 Universal RAID Utility を使用しての作成はできません。 



